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はじめに 王　社会民主党の躍進と教育政策
　ビスマルク期において，ヘルバルト派教授法は，強
力な教育内容の国家統制のもとで，「国家の公認的教授
理論・方法」として教育現揚に普及していった。しか
し，その普及がはかられていく過程で，子どもの認識
過程と教授過程を相即させて多面的興味による人間の
全面的発達と道徳的品性の陶冶をめざしたヘルパルト
（J．EHerbart，1776－1841）の意図は失われていっ
た〔1｝。それは，単に教師が授業をすすめるための教授方
法となり，国家の定めた所与の内容を注入的に教授す
るための形式的で機械的な段階説となっていったので
ある。そして，「画一的で機械的な教育が頂点」に達し，
その形骸化が顕著になっていった（2〕。
　こうした状況を厳しく批判し，新時代の教育理論と
して登場してきたのは，「子どもから」（vom　Kinde
aus）を標語とする改革教育学（Reformpadagbgik）で
ある。それは，19世紀末から20世紀初めにかけてのヴィ
ルヘルムニ世時代にさまざな形態で展開された教育運
動である。’そして，この運動のなかで大きな潮流をな
したのが労作学校運動（Arbeitsschulbewegung）であ
る。
　本稿では，労作教育論成立の背景を探る基礎研究の
一つとして，ヴィルヘルムニ世時代の歴史的社会的状
況と教育政策の基調を明らかにし，改革教育学運動の
特質を捉えることを目的とする。
　E．シュプラソガーは，「ドイツ帝国樹立後の教育は，
国際的方向をもった2つの世界観，すなわち，カトリッ
ク教会の超古代的勢力ならびに国際的ブPlノタリアー
トの新勢力に対する国家主義的教育の抗争であっ
た〔3｝Jと述べている。
　ビスマルクの教育政策は，前半は，アルプスを超え
てローマ教皇庁と結びカトリック教会を中心に反プロ
イセン勢力を糾合した中央党に対する「文化闘争」
（Kulturkampf）」として遂行された。それは，強力な
近代国家を建設するために，教会による学校支配を排
除し，教育に対する国家支配を目指したものでもあっ
た。
　しかし，資本主義の発展にともない労働者階級の意
識が高揚し，民主主義運動，社会主義運動が活発に展
開され，社会民主党が党勢を拡大して＠くにつれて，
ビスマルクは中央党と妥協し，社会民主党の勢力を抑
えようとする。これは一方で，「社会民主主義鎮圧法」
（Gesetz　gegen　der　Bestreben　der　Sozialdemo・
kratie，1878）を制定し，容赦ない弾圧をなすとともに，
他方で，労働者保護のための一連の社会保険法によっ
てこの運動の無力化をはかるという，いわゆる「鞭と
飴」の政策として展開されていった。
　教育においても，ファルクが辞任した後にビスマル
クが退陣するまでの10余年間，すなわち，生粋の＝ン
カー出身プロイセソ官僚であったプトカマー（ユ879年
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7月一Sl年7月），ゴスラー（SIIf・　7月一9重年3月）の
文謂時代は，教了f史上「全く祉会罵主主義鎮圧の時代」
であウたとされている1・，．・？Cして，この時代に教会によ
る学校支配が復活し，社会民主：i三義に関する一切が禁
止さ．れるとともに，教員の待遇醜善，一般大衆の教育
∫輿姻轍の働磁策がたされていったのである・
　しかし，ビ？．　一・ルクは漁賜この」il1動を抑えること
ができず，この問題でヴィルールムと決裂し・祉会昆
主書三雛1圧凝麺国会否決とそオ征続く総選挙での
祉会民主党の躍進により辞任するeそして・シコ・フフ
’；　7f　1一一f」：lli摘した後者との国家主義教育の対決は，
ヴ9ルヘルムニ世に引き継がれるのであ）｛；　｛s）・
　ところで，社蛮蔑主覚（Sozi乱ld¢mol｛ratische　Partie
DeL，tsel，董al、ds）は一875年4凡ラ・サールの後を受
けでシュバイツァーガ指導渚となったラヅサール派，
べ＿ベル，り一プクネヒト率いるアイゼナッハ派が
ゴ＿タにおいて合同大金な關き，ゴータ綱領を取り決
あて政党として出発したCO）。以後，ビスマルク体制下，
社会駐主雑嘔灘よる苛烈な弾圧と一mの懐柔政
策にもかかわらず，この政党は，社会主義と民主主磯
とを高く掲げて帝政に頑強に反対し，着災に勢力を伸
ばしていった。モして，1呂90年鋲圧法廃止にょり，合
法政覚として露ぬられた後の同党の躍進は，目覚まし
いものであoた。すなわも，1呂9⑪年以降同党の得票数
は増加㊤一途をたどり，落ちこみは全くみられず，議
緻でもrホッテソけト選麹といわれ担9。？年に
・　椏Iに落ちこんだとはいえ，取の19辺年の選鎚にお
いては，第二党の中央党を蓬かに引き離し，議会第一
党を占あるに至うた。そして以後，ナチスの登場まで
　この議会簗一党の地位を保持したのである。
　　そこで，たとえドイツ第二帝睡では皇帝象三強大な権
　力を掌握し，議会政拾は「似而非立憲主義」にすぎな
　いもむであったとはいえ，魅会主義と昆主主義とを二
　毒の柱とし，蔽敷に真向から対決す惹弼党の躍進，「大
　雍毘主主義」㊧戒立は，ホーエソツォレルソ家を頂点
　にするドイツ第二帝国にとってはまさに「“Sε逼oder
　Nieht＄モ垂1’翠）恐るべき問題藻睡i家の神聖な郵をたたい
　ている耐」事態であr｝たのである9
　　Ff．｛みへ，レムニ世は，中央党・糞トij　trタ勢力と結
　窪寒数数育の力によやて社会主義・民主主義の拡大な
　隣こうとしたビスーv2tSタの敵策にかわる凝政策をもっ
　て，　この勢力善こ封訣して㌔、つた自1889年の、、わゆるギ五
　薄勲令」（K翫i鵬r翫h君r建r捻βvo拠1．蝿ai　1総9）は・
　ずイ～レへ，レムニ撞の懸し、・載育敷策の方舞をましてい
　るととも｛こ，，　この藝妻代｛摯華数育敷聾ミ全体の華議1となった
ものである。それは次の如く述べられている。
　「すでにかなり以前から余は、社会主義及び共産主
鶉思想の拡大に対抗するために学校をそれぞれの段
階に応じて利用すべきであるという考えを抱いてき
　た。学校はまず第一に神に対する畏敬と祖国愛とを
　培うことによって，国家的社会的関係を健全に把握
　するための基礎を培うべきところであるが，しかし
　このように社会民主主義的誤りや曲解が増大する熱
　心さでひろあられている時代において，学校は何が
　其実であるか，何が現実的なものであるか，この世
　において可能なのは何か，ということを知らせるこ
　とに一屈大きな努力をすべきであるという考えに耳
をかさずにはいられない．学校畳靖少年の頃から彼
らに，社会民主主義の教説は神の戒率帥キリスト教
　の激えに反するばかりでなく現実に実行不可能であ
　り，それをその通りに実現したとしたら個人にとっ
　ても全体にとっても破滅の基となることを，確信さ
せるように努力せねばならない。学校oxetvまで以
　上に近代および最近代の歴史を教授内容に取り入
　れ，それによって国家権力のみが個人に対して彼の
　家庭，彼の自由，彼の諸権利を守ることができるこ
　とを証明せねばならない．そして，フP一ドリッヒ
　大王の法制改革および農奴解放から今日に至るま
　で，歴代のプロイセソ国王が労働者の生活条件を絶
　えず向上するためにどんなに骨折ってきたかという
　ことを青タ年に悟らせねばならない。さらに学校は，
　これらの君主の保護の下で今世紀に労働者階級の賃
　金状態及び生活水準が如何に本質的に，また如何に
　不断に敬善されてきたかということを絞計的諸事実
　によって教えねばならない。
　　　このような目的を果たすために余は，余の内閣の
　全面的な協力を期待する。余は，本件が一層詳細に
　考察され余に何らかの錘案がなされることを要諦す
　　るが故に，以下の諸点に特に蜜意するように付言す
　　る。
　　　1．宗教教授をあらまし上に述べ拒意味において
　　　実lj豊かなものにするたあに，その倫理酌側面を
　　　今までよ1）も前面に押し出し，暗記的教繕をぜひ
　　　必要なものだけに限定すべきであるa
　　　2、祖国の歴史，とウ妻っけ，今｛彗紀の初き塁｝以来現
　　　在の桂会政策的立法に至るまでのわカミ国の社会離
　　　経済酌立法及び発展の歴史を言歴代のブPイセソ
　　　君主溝ずっと以椀から手の労｛動に頼って暮らして
　　　いる畏衆に彫ζたる保護を与寒，彼らの肉体的精
　　　縛豹福祉を高あることをどんなに己の大聾な任務
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　として考えてきたかということ，及び，将来にお
　いても労働者は秩序ある国家の頂点にある国王の
　保護と援助のもとでのみ公正で確実な賃金を期待
　できるものであること，これらを示すために取扱
　　うぺきである。特に確実な王制の下での秩序ある
　国家組織は，個人の法的，経済的生活の保護と繁
　栄のために欠くことのできない前提であること，
　それに対して社会民主主義の教説は実際には実行
　できないものであり，たとえ実行できたとしても
　個人の自由は家庭生活に至るまで耐えカSたい強制
　の下に押しつぶされてしまうであろうこと，これ
　　らは実利的観点から適切な実際の諸関係の説明を
　　とおして，青少年にも明らかにされ得るであろう。
　社会主義者たちのいわゆる理想は彼ら自身の説明
　　によって十分にその特微が示されているので，青
　少年に感情的にも実際の意味からも社会主義が恐
　　るべきものであることを教えることができる。
　　3．かくて学校に課せられた任務は，学校のそれ
　　ぞれの段階に応じてその範囲や目標を適当に限定
　　すぺきであって，民衆学校の児童にはただ最も簡
　　単で容易に理解できる事柄のみで教えられ，上級
　　の学校によってこの任務はそれぞれに応じて拡
　　大・深化されるべきである。特に，教員がこの新
　　しい任務を心から理解し，実際的な練達さをもっ
　　て遂行することができるようになることが肝要で
　　ある。教員養成施設はこの目的にふさわしいよう
　　にその仕組みを補完しなけれぽならない〔S｝。」
この勅令からヴィルヘルムニ世の新しい教育政策とは
如何なるものであるか，を読みとることができるであ
ろう。それは，学校を反社会主義の砦，社会民主主義
鎮圧の武器とすることを意図するものである。しかも，
ここには，信仰心・愛国心を培うことによって社会民
主主義から青少年を守るという従来の方法では今日の
状況に対応できないので，近代史・現代史中心の歴史
教授を強化して，歴代のプロイセソ国王は一貫して民
衆の福祉を増進してきたこと，社会民主主義の教説は
個人の自由を破壊する恐るべきものであること，国王
を頂点とする秩序ある国尿体制の下でのみ個人の繁栄
と幸福がもたらされること，などをしっかりと青少年
に教えることこそ学校の任務であると公言されている
のである。
　この勅令を受けた内閣は，t7月27日付で決議を国王
に上奏しているが，教育養成所及び民衆学校に関する
部分は，大略次のようなものである〔S｝。
　1ω教員養成所の授業のなか：，z，国民経済の初歩
　的諸原理についての特別の授業を加えること。
　（ロ）この授業は，学生が将来教職についたときに，
　彼らが教える児童を社会民主主義の誤った教説か
　ら守って，真実なもの，現実的なもの，実現可能
　なものが何であるかを児童に教えることができる
　ようになることを目標としてなされること。
　㈲この授業の基準となる指針を作成すること。そ
　れはまず，形式，内容ともに模範的命題により，
　国民の安寧はそれを尊重することにかかっている
　ような諸原理についての一般的教説を教えるもの
　であること，次に，プロイセソの支配者が労働者
　の生活条件を高めるために不断の努力をしてきた
　こと，王制的国家形成が家庭，自由，権利及び個
　人の幸福を最もよく保護するものであることが理
　解できるような一連の歴史上の人物伝を加えるぺ
　きであること。
　（≒）この指針書にはまた，学校で教える必要のある
　社会政策に関する命題や記述，物語を加えること。
2　ω学校においてはこのような教説を，宗教及び
　歴史科において授けること。
　（ロ｝このことの成果を確実にするため各種の学校の
　読本のなかには，それぞれの生徒の理解に適する
　教材を，前記の指針書に示されているもののなか
　から選んで加えること。
　㈲この教材のなかには祖国的，歴史的教材のほか
　に，分かりやすく理解できやすい文章で書かれた
　国家及び社会の発展についての主要な教説と事実
　　を加えること。
　←）あらゆる種類の下級学校における宗教教授及び
　歴史教綬のための，1889年5月1日の勅令の趣旨
　　を体した指針を出すこと。
　㈹歴史教授の指針は，すべての学校に一律に適用
　　されるものとすること。
　　㈲祖国史は今上陛下の時代まで述べること
　　（b）歴史教授は中級および上級で行うこと
　　　（C歴史教授では上級においてはプロイセソ支配
　　　者の国民の安寧に対する貢献を特に強調するこ
　　　と
　　　（d）学校の事情によって，特に歴史の授業時間の
　　　短縮が必要な場合には，最近の時代の歴史を犠
　　　牲にしてはならず，むしろ歴史の話をはじめる
　　　時代を下げるようにすること
ここでは，社会民主主義に対抗するための教育内容の
改革特に，教賊i成脈こおける国民経済学の新設
民衆学校における宗教教授，歴史教授の改革および指
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釧’欝の作成とそれのすべての学校への適用などが注目
される。
　このように社会騰主党の躍進を，「帝潤にとってまさ
に存在か否かの事恕」として捉え，それへの爽向から
の対決姿動がヴィルヘルムニ世時代の教育政策の一つ
の大きな特微である。
II　資本主義の発展と教育
　ヴィルヘルムニ世時代は，また，ドイツ工業の隆盛
1時代でもある。
　この時代のドイツの経済状態を簡単にみると，工業
及び農業の生産は，1900年を100とすれば，1884－94年
の平均指数は82であるのに対し，1894　・一ユ914年のそれ
C・；t127bl達し，このうち工業の発展が著しく，工業人口
は1882年の570万人に対し，1907年には1000万人をこ
え，全体の40％に達している。
　ドイツの工業の発展を国際的に比較すれば，1880年
代にすでにフランスを追い越していたが，20世紀に入
るや「世界の工場」といわれた大英帝国をも凌駕し，
フラソスの2倍単の生産力を有するに至ってい
る｛ll）。
　また，この発展を国内的にみれば，1880年代以降生
産の集中・集積が進んで巨大な独占体が形成され，こ
うした独占体は銀行資本と結合して基絆産業において
金融籔頭制が確立し，これが次第に全産業を支配して
ゆき，ドイツ資本主義は新しい発展段階に到達したの
である。
　しかし，封建遺制を強く残す国内市場は，このよう
に急激に発展するドイツの工業にとってあまりにも狭
駐であったために，ドイツ資本主義は，その商品及び
資本投資の捌け口として新しい市揚の開拓・獲得を必
要とするに至り，世界市場に野心的に乗り出してゆく
のである。
　このようなドイツの工業の発展は如何なる人間の育
成を教育に要求したのであろうか。このことに関して，
1912年のベルリソでのドイツ教員大会において，エル
ソスト・ペーベルは次のように述べている。
　　「世界市場は一一と1912年ドイツ教員大会で労働
　学校問題についてエルソスト。ベーペルが言った
　一ドイツ人が，按かろう，悪かろう』の公式を脱
　却することをのぞんだ。新時代は，ありきたりのや
　り方ではない仕事を，ドイツ人以外のどんな労働者
　も蒋騎に骨折らずにはできないような製品を要求
　し，独自性，品質のよい製品が要求されている。教
育学は，ここから結論をだした。即ち，もし将来，
生徒が独自なものを創らなくてはならないとするな
らば，かれの個性，とくttかれの意志と志向とは，
組織的に押しつぶされてはならないのだ。個性は，
その権利を主張したのだ。
　改革は，精神力に均衡をあたえたぼかりでなく，
人間行為の積極性と消極性との間に調和をつくった
のである。生徒はあまりに模倣しすぎる，知覚だけ
の存在だとわかった。生徒に知識を詰め込むが，そ
の知識は知的には不消化のままだ，創造の姦びをお
しつぶした，とわかった。生徒が，印象を受けとる
だけでなく，自己を表現すること，知覚するだけで
なく行動すること，模倣ではなく創造することが，
要求されはじめた。とくに実践活動，仕事のための
教育の必要なことが，強調された。
　っねに言われながらも，数多い教材の問にあって
は，いつも実現されるとは限らなかった自主性に関
する古い原則が，ふたたび列中にたたされ，新しい
運動の中心的な要求になった。教師がおこなう単な
る伝達と，生徒が繰返えす記憶とは，自立的な観察
と代らなくてはならない。知識は熟練の中に再現さ
れねぽならないし，認識は，仕事を生みださなくて
はならないのだg
　真の自主性は，内部から生ずる。真の個性的な創
造は，外部から規制することはできない。真の自主
性は，人間本来の基本的な性質から，自由な意志か
ら流れ出てくる。
　この事実を意識することは，自由と強制との相互
関係を明確ならしめることになった。
　改革はまず第一に，子どもの自立的な創造力に衝
動をあたえることを配慮した。子どもが，衝動の影
響のもとに，自然の志向によっておこなうたものは，
これ以上おしつぶされてはならない。反対に，発達
させてやらなくてはならない。子どもの自然権を守
れ！一一一これがスローガソである。教師が，子どもに
させようということにではなく，子どもが自分自身
の，内部的な目ざめによって志向するところのもの
に，従わなくてはならない。教師は，目的の設定，
方法の選択について教育的手段をとるにさいして
は，子どもの後見人となるのであって，主人となっ
てはいけないのである。子どもが一歩を踏み出すご
とに，教師は，かれが指導しているその子どもが，
その一歩を自分の目ざめによって行ったかどうか，
自問する必要がある。
　子どもは，教育活動のあら＠るオリニソテーシヨ
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ンの中心となった。このことは，子どもの個性をさ
らによく知ることを必要とした。最新の児童心理学
は，子どもの精神生活が，その特徴的な独自の点で，
おとなの精神生活とは全くなんら似たところがない
ことを，あきらかにした。それは，おたがいにする
どく相違する年齢による型の区分をはっきりした。
つぎの心理的な事実はとくに明瞭である。即ち，子
どもの興味は，とくに強く具体的なもの，目に見え
たり，知覚できたりするもの，形のあるものに向け
られるということ，子どもには，現実をつかむ能力
が，抽象力より強いということ，生きた生活，事実
の経験が豊富であることの方が，学問的な思考の科
学的な組合せの形のない世界よりも，はるかに子ど
もの注意をつかむことができるということ。
　制定された目的，個性的な創造力の発達，子ども
の本性との一一致を，このましい方法で達するために
は，現実をつかむこの能力を，具体的なものへ引か
れることを，子どものこの自由な希望を放置しては
ならない。
　これを理解することは，学校と生活間の同列とい
う新しい型の同列になるのである。とりまく現実，
故郷は，すべての教授方法の出発点となった。かつ
て芸術家の間において，あれほど大きな役割を演じ
た「自由へ1」という叫びは，学校にとっても新しい
意義を獲得した。自然が，外から学校生活にもはいっ
てきた。学校菜園，動物飼育所，水槽がつくられた。
個々の教科目は一読み方，書き方，計算は，出発
点として，以前にもまして，現実の日常生活を取り
入れ，それに順応した。それとともに，学校生活を
子どもの遊びと結びつけようと努力した。学校に入
学する小さな人たちをあんなにもびっくりさせ，義
務遂行にたいする容赦なき強制によってかれらの喜
びをなくしてしまうあの急変は，やわらげねばなら
ない。
　最後に，子どもの本性が，形のあるもの，具体的
なものを好むということを理解することは，人体の
器宮の全面的な発達になった。即ち，全感覚器官が，
知覚，適用，知覚したものの認識に参加することが
要求されはじめた。聴覚と言語器官のみを発達する
のではなく，目も手もである。聴覚と視覚だけでな
く，筋肉の感覚も発達をのぞんだe図画は改革され，
手織，工具と材料の使い方の教育，学校工作所の設
備をわれわれの学校の必須とすることになった。こ
のようなものを新しく導入することに，知的な，肉
体的な形成と教育の総合が期待された。そこに当時
　は，各教授法の総合，観察，認識と表現の総合，あ
　らゆる教育活動の精神的，肉体的組織の総合，最後
　に，一般的に抽象的な文化と具体的な文化との総合
　を見ていたのだった」（『ベルリソにおけるドイツ教
　員大会の報告，1912年聖霊降誕祭の日』（Bericht
　tiber　die　deutsche　Lehrerversammlung　zu　Berlin．
　Pfingsten，1912．）　“2）。
この報告から，目覚ましい成長を遂げ，新しい発展段
階に達したドイツの工業が，如何なる人間の育成を教
育に要求しているか，そのために学校はどのように改
革されねぽならないか，を手1ことるようにとらえるこ
とができるであろう。
　1876年フィラデルフィアで開催された「世界博覧会j
において，ドイツの工業製品は「安かろう，悪かろう」
の非難をあびた。しかし，ビスマルクの保護貿易政策
と安価な労働力とはこれを克服してドイツの工i業に飛
躍的な発展をもたらした。そして，詰め込み学校もこ
うした発展の一翼を担った。しかし，飛躍的な発展を
遂げたドイツ資本主義は，もはや古い詰め込み学校の
存在を許さず，時代に則した新しい学校，新しい教授
方法を必要としたのである。何となれば，ドイツ資本
主義が世界市場競争のなかで自らの存在を確保し，そ
の一層の発展をはかるためには，「ドイツ人以外のどん
な労働者も特別に骨折らずにはできない製品」f独自な
品質のよい製品」をつくることが不可欠の前提とされ，
それ故に，「労働者の技術と一般教養の水準を向上する
こと，発展の点でかれらをアメリカの労働者の水準に
近づけること（13）」が是非必要とされたのに対し，古い
詰め込み学校はこうした課題にこたえることができな
かったのである。それは，古い詰め込み学校では「大
衆にある型の思想，感情を教育するようになっていて，
生徒の個性をなくし，機械的な従順になれさせ，ひと
りで考える能力を麻痺させ」U4，てしまうからである。
そこで，こうした古い詰め込み学校を時代に則した新
しい学校，すなわち，「自分の『顔』をもち，命令によっ
て働くだけでなく，仕事に創意を加え，仕事に『自己」
を入れることのできる」｛：5，人間を育成する学校に改造
することがドイツにとって死活問題となったのであ
る。
　このようにみてくれば，この時期にヘルバルト派教
授理論を批判して「子どもから」を標榜する改革教育
学運動がおこってきた事情は掴めるであろう。さらに
は，従来の学校を「書物学校」（Buchshule），「学習学
校」（Lernschule）と呼んで批判し，形式的画一的で受
動的な学校にかわって，子どもたちの自発性，自主性
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を茸，：魚し，彼らを身体的精神的に亨舌動させる労作を教
γ∫活動の中心にすえる労作学校が提唱される1こ至った
事惰を把握することができるであろう。改革教育学の
展闘，労f，［i教了f論の背烈に1；：，こうした事蝦が存在し
ていたのである。
IH　教育課程行政と社会民主党の教育要求
　改ゴll轍資学及び勇作教了∫輪の背最をなすヴィルヘル
ムニ世の時代（1888－－1918）は、これまでみてきたよ
うに，社会朗三党の躍進とFイツエ業の未當侑の発展
とを鐡著な特徴とする時代であった。
　こうした中でtヴ1ルヘルムニ世治下の歴代のプPt
イセソ政府は，ポッセ（1892　一一　99），スッート（1899一
工9．　07）、ホルレ（1907－09），アウグスト・フttソ・ト
ロッ1・（1909．　－1‘1）を文粗として「五月勅令」の趣旨
を全国の学校に徹廠させる一方，社会政策の線に沿っ
た学校規模の適正化，教員の待遇改善，財政基盤の確
立などの激育条件の整備をはかっていくのである。
　］901年7月1日の「教員義成班予備校教育諜程」「教
員養成所教育課程」及びこれらの教育諜程実施のため
のr指針」（AnweiSUn9）には，こうした影響が濃厚に
認められる。そこでは，一方において，心理学や論理
学，教育契習などを含んだ教育学の教授を重視して教
員養成の近代化をはかりながら，他方では，歴史にお
いて，第2学年までに1815年を終り，第3学年では以
媛現蒔（19藪年）までの現代史と歴史教授法とを教え，
「近代政策衝でわがヨ三塞の貢献」などに重点をおくこ
とが指示されているuot。
　さらにこの特徴は，1908年1月31日付のブPイセソ
文部省の蜀衆学校教麿課程についての指示にも認めら
れる。すなわち，そこでは，民衆学校の教育課程の実
施においては「教材の過剰が見られ，従って教授は皮
相的になり深みのある学習が行われない」「教授の方法
においては形式的な間筈教授に堕しているjと現況を
指摘し，ヂ児童の自主性と自発性を尊重すべきである」
としている“7）。そして，そのために，教材の精選と自
発的活動重規の教授法を具体的に示しているが，歴史
教授については次のように指示している。
　「歴史の授業では古代・中世の国史は特に重要な人
　物だけに限ること。重点は最近の祖国，特にプPイ
　セソの歴史におくこと。古代・中世史をできるだけ
　圧縮して，この部分により多くの時間を割り当てる
　こと。大選挙候の時代から以後は教材を念入りに，
　そして中断することなく取扱うこと。但し国家の外
　荊的な勢力の拡大のみを描き出さないで，内面的な
　発展と国民の禰祉のための諸制度について十分に取
　り扱うこと。単なる事実のみを語るのではなく，生
　き生きとした，直観的な表現によって，子どもに感
　銘を与え，興味をよび覚ますことCIS）。」
　このようにヴィルヘルムニ世時代の教育課程行政
は，近代教育学・心理学などにみられる教育方法を十
分に活用するという合理的な面と，最近代のプロイセ
γ中心の祖国史を中心に国王への忠誠と国家的心情の
陶冶を目指すという非合理的な面とを同時に有してい
たと捉えることができるのである。そして，これは，
ドイツ経済の著しい発展ならびに社会民主党の躍進と
いう状況のなかでボー＝ソツォレルソ家の帝国を保持
するための方策であるとみることができるであろう。
　これに対して「第一次世界大戦前の社会民主党の教
育要求を統括したものCID）jといわれている1906年の同
党マソハイム大会におけるシュルッ（且．Schulz，
1872－1932）及びツェトキソ（C．Zetkin，1857－1933）
の提案の内容は次のようなものである。
　工．これまでの「公教育はいつも，どこでも階級教
　育」であり，特に宗教と歴史の授業によって労働青
　少年の「精神的屈従と愛国的屈従の資質」が養成さ
　れてきた。
　2．社会主義教育は，「自由な労働者の社会」を目指
　し，労働を基礎として子どものすべての心身の能力
　を最高度に発達させる教育である。
　3．社会民庄党の当面の要求は，（1）全学校制度の世
　俗性と統一性に基づく帝国学校法の制定，②上級学
　校と下級学校との有機的連結，公学校の無償制，有
　能な貧困生徒が上級の教育を受けるための国家的援
　助，（3）教員及び学校行政上の男女同権，学校行政上
　の親と教師の協力，専門家的学校監督，｛4）世俗的幼
　稚園，学童ホーム，虚弱児及び病弱児用サナFリウ
　ムの設立，㈲昼間制，男女共学制の専門学校及び補
　習学校の，満18歳までの就学強制，（6）すべての学校
　への労働教授の導入，作業室の設置，芸術教育の奨
　励，（7）教員の自主的学校経営，⑧障害児学校の設置，
　健康診断及び臨海・林間学校の実施，（9）学校の施設・
　設備の完全化，⑩民衆図書館などの社会敦育施設の
　設立，m）教員の経済的及び社会的地位の向上，民衆
　学校教員の大学での養成，である。
　4．党員は自らの家庭で，「階級支配の道具」になり
　下がっている学校に「意識的計画的に対抗」して，
　　「社会主義的世界観の精神において」，しかし「未熟
　な児童に綱領的定式の暗記を強いる」短絡的なやり
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　方ではなしに教育すぺきである。
　5．党は労働者の間に「科学的社会主義」の理論を
　普及するために，労働者学校等を組織すべきであ
　る⑳。
このように社会民主党の教育要求は国家の教育政策に
厳しく対立するものであるぼかりでなく今日的課題を
多く含んだものであるが，なかでも「すべての学校へ
の労働教授の導入，作業室の設置」は注目される。
　こうした状況の下で，世界的な新教育運動の波に
乗って労作学校運動を一一つの柱とする改革教育学運動
が展開されていったのである。
Iv　改革教育学運動
　改革教育学（Reformpadagogik）あるいは改革教育
学運動（Refermpadagogikbewegung）とは，19世紀
末からナチス政権成立までの問ドイツ各地で展開され
たさまざまな教育理論ならびに教育実践の改革運動を
いう。この運動は，W．シャイベがその著『改革教育
学運動1900　一一　1932』において合科教授（Gesamtunterri－
cht），田園教育舎（Landerziehungsheim），芸術教育
運動（Kunsterziehungsbewegung），労作学校運動
（Arbietsschulbewegung），性格教育（Charak亡erer－
ziehung），公民教育（staatsbUrgerliche　Erziehung），
統一学校運動（Einheitsschulbewegung），社会的教育
学運動（sozialpadagogische　Bewegung），などさまざ
まな潮流をあげて説明していることからもうかがえる
ように，多様な形態をとって展開された運動である。
　これらのさまざまな運動は，ほとんど皆，当時学校
教育を支配していたヘルバルト派教授理論の主知主
義，形式主義，機械主義，注入主義を批判し，「ヘルパ
ルトを離れよ」を合い言葉に，ルソー、ペスタロッチー，
フレーベルなどに依りながら新しい教育を創造しよう
とするものであった。そして，その基盤となったのが，
近代人権思想を背景にエレソ・ケイ（EIIen．　Key，
1849－1926）の『児童の世紀』（Jahrhundert　des
Kindes）において提唱され，グルリット（L．　Gurlitt，
1855－1931）によって発展せられた「子どもから」（vom
Kinde　aus）の思想である。この思想は，子ども独自の
世界の発見に基づき，彼らの個性，内面性を何よりも
重視し，子どもの創造性や自発性を覚醒して彼ら固有
の創造的活動を発展させることを主眼とするものであ
る。ここから，子どもの自発的活動を生かすために従
来の固定的な教科や形式的注入的な教授方法が批判さ
れ，芸術，手工，作業，創作，さらには教室外活動を
重蜆したカリキュラムが主張されるに至った。
　しかし，これらの運動には前述の如き時代状況が反
映されているとも考えられる。このことを，改革教育
学運動のなかでも労作学校運動の魁となったと思われ
る田園教育舎の運動についてみよう。
　田園教育舎の運動は，都塵を避けた田園的な環境の
中で全寮寄宿舎制をとり，新しいタイプの人間形成を
目指したものであった。リーツ（H．　Lietz，　1868－1919）
は，1898年，イルゼソブルクに新しい学校をつくった
が，彼はそれを「一釦の健全な素質と能力とを発展せ
しめ」，もって「自然と文化の，価値あるもろもろの財
を理解し，他日，祖国及び人類の有力な一員として，
これ等の財の更i新と発展に共働し得る」の準備を与え
る場所として位置づけているc22｝。また，ヴィネケソ（G．
Wyneken，1875－1964）1・こよってつくられたヴdッ
カースドルフの学校では，「我々の学校自治体の本質
は，学校の全員，すなわち，生徒と教師とがそれを形
成するところに存し」「教師と生徒は同僚である」とい
う「自由な学校自治体」（freie　Schulgemeinde）に発
展しているc23〕。さらに，ゲへ一プ（P．　Geheeb，　187e－？）
のオーデンヴァルト学校においては，一人の教師を中
心に年齢の異なった男女によって組織された「家庭」
が寄宿舎の生活単位として構成され，生活を通して教
授訓育が行われるという「生活共同体」（Lebens－
erneinschaft）にまで発展されていった〔24）。そこでは，
「生徒の自主性にたいして広い自由」が与えられ，「生
徒の積極性と創造性の要求を満足させることが教育の
中心」となり，「菜園つくり，果樹の手入，牧草刈り，
あずまや，鳩小屋，ボート小屋をつくる」などの作業
がとり入れられた（25）。
　しかし，そこへの入学者は特権階級の子どもがほと
んどであ’った㈹。そして，「社会環境は極端に人工的に
つくられ」，「生徒は生きた生活から遊離し，社会の印
象と経験を得る」揚がとざされ，そこで展開された作
業や手工なども「なにか気ばらし，スポーツ以上を出
ない」ものであったといわれている〔17）。つまt）　，田園
教育舎では学校自治が取り入れられ，「健康の強化，身
体的な巧妙さ，判断力，知識欲の発達等」のために労
働が組織されているが，これは将来の「キャプテソ。
オブ’イソダストリー」になるための準備としてであ
るC29）。それ故、特権階級の子弟を隔離し，将来の資本
主義の指導者としての「健全な」発達が目指されたの
である。このようにみてくれば，田園教育舎の運動も
またこの時代の落とし子であったとみることもできる
のである。
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　以上，改輩教宥学運動のうちでも労作学校運動と関
係する田慨教育舎の運動について先行研究を拠り所と
してその特質について簡単にみたが，前述の時代状況
が投影していることが認められた。改輩教育学巡動の
背鍛をなすty　．fルヘルム　　：’［U」時代ほ，社会民主党の躍
進と資本主義の急激な発展とを顕箸な特徴とする時代
であった。そして，かかる時fヒ状況はヴィルヘルムニ
世の教櫛敗策，教了f課程行政にも明確に反映されてい
た。こうした中で成立した労作教育諦言は如何なるもの
であろうか。
　　　　　　　　　　　註
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